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(57)【要約】
【課題】剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れた粘着剤組成物を提供する。
【解決手段】下記化合物（１）で表されるビス（フルオロスルホニル）イミド塩化合物と
、アクリル系粘着剤と、を含有することを特徴とする粘着剤組成物。該粘着剤組成物は、
剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れているので、粘着シートとして好適に用いることがで
きる。
【化１】

【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記化合物（１）で表されるビス（フルオロスルホニル）イミド塩化合物と、アクリル
系粘着剤と、を含有することを特徴とする粘着剤組成物。
【化１】

【請求項２】
　粘着剤組成物中に、化合物（１）で表されるビス（フルオロスルホニル）イミド塩化合
物を、０．０１～２０質量％含有していることを特徴とする請求項１に記載の粘着剤組成
物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れる粘着剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　粘着剤等に導電性付与剤が添加されてなる粘着剤組成物は、帯電防止性の粘着シートや
液晶ディスプレイ部材の保護フィルム等に用いられている。
【０００３】
　従来、粘着剤組成物に用いる導電性付与剤として、ビス（トリフルオロメタンスルホニ
ル）イミド酸塩やトリス（トリフルオロメタンスルホニル）メチド酸塩等の含フッ素有機
アニオン塩類を用いた導電性付与剤が提案されている（特許文献１参照）。該化合物は、
比較的導電性が良好で、相溶性が良い等、導電性材料として優れた特性を有している。し
かし、上記含フッ素有機アニオンを用いた導電性付与剤では、粘着剤組成物の剥離帯電圧
、粘着力、透明度に劣る欠点があった。
【０００４】
　特許文献２には、ビス（フルオロスルホニル）イミド塩を含有する粘着剤組成物が開示
されている。開示されているビス（フルオロスルホニル）イミド塩は実施例に記載してい
る通り、実質、炭素数１０以上のアルキル基が置換しているオニウムカチオンを対イオン
とするビス（フルオロスルホニル）イミド塩である。
　しかしながら、該ビス（フルオロスルホニル）イミド塩では、粘着剤組成物において十
分な剥離帯電圧、粘着力、透明度が得られない欠点があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－１４６１７８号公報
【特許文献２】特開２００９－１５５５８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れた粘着剤組成物を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題に鑑み、本発明者らは鋭意検討した結果、化合物（１）で表されるビス（フル
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オロスルホニル）イミド塩化合物と、アクリル系粘着剤と、を含有することを特徴とする
粘着剤組成物が、前記課題を解決し得ることを見いだし、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　すなわち本発明は、以下に示すものである。
【０００９】
　第一の発明は、下記化合物（１）で表されるビス（フルオロスルホニル）イミド塩化合
物と、アクリル系粘着剤と、を含有することを特徴とする粘着剤組成物である。
【００１０】
【化１】

【００１１】
　第二の発明は、粘着剤組成物中に、化合物（１）で表されるビス（フルオロスルホニル
）イミド塩化合物が０．０１～２０質量％含有していることを特徴とする第一の発明に記
載の粘着剤組成物である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の粘着剤組成物は、剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れる効果を有する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の粘着剤組成物について詳細に説明する。
【００１４】
　本発明の粘着剤組成物は、下記化合物（１）で表されるビス（フルオロスルホニル）イ
ミド塩化合物と、アクリル系粘着剤と、を含有することを特徴としている。
【００１５】

【化２】

【００１６】
　本発明に用いる上記化合物（１）で表されるように、カチオンとしてＮ－ｎ－ブチル－
３－メチルピリジニウムカチオン、アニオンとしてビス（フルオロスルホニル）イミドア
ニオンとした塩化合物である。ピリジニウムカチオンの中でもＮ－ｎ－ブチル－３－メチ
ルピリジニウムカチオンを選択し、アニオンとしてビス（フルオロスルホニル）イミドア
ニオンを選択した塩化合物を導電性付与剤として含有させた粘着剤組成物は、剥離帯電圧
、粘着力、透明度に優れる特徴を有している。
【００１７】
　該アクリル系粘着剤としては、好ましくは炭素数１～１４のアルキル基を有するアクリ
レート又はメタクリレートを主成分とするアクリル系ポリマーを含有したものが挙げられ
、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メ
タ）アクリレート、ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート
、ヘキシル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ｎ－オク
チルアクリレート等が挙げられる。
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【００１８】
　アクリル系ポリマーは、質量平均分子量が１０万～５００万、好ましくは２０万～４０
０万、さらに好ましくは３０万～３００万であることが好ましい。質量平均分子量が１０
万未満の場合は、粘着剤組成物の凝集力が小さくなる問題があり、５００万超の場合、ポ
リマーの流動性が低下し被着体への濡れが不十分となり、剥がれてしまう原因となる。質
量平均分子量は、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）により測定す
ることができる。
【００１９】
　アクリル系ポリマーは、溶液重合、乳化重合、塊状重合、懸濁重合等アクリル系ポリマ
ーの合成手法として一般的に用いられる重合方法によって得られる。得られるポリマーは
ランダム共重合体、ブロック共重合体、グラフト共重合体等のいずれであってもよい。
【００２０】
　また、アクリル系ポリマーを適宜架橋することで、耐熱性に優れた粘着剤組成物を得る
ことができる。架橋の方法としては、アクリル系粘着剤に架橋剤を加えて架橋させる方法
が挙げられる。
【００２１】
　架橋剤としては、イソシアネート系化合物、エポキシ系化合物、アジリジン系化合物、
金属キレート系化合物等が挙げられる。
【００２２】
　イソシアネート系化合物は、分子内に少なくとも２個のイソシアナト基（－ＮＣＯ）を
有する化合物であり、例えば、ブチレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネ
ート等の低級脂肪族ポリイソシアネート類、シクロペンチレンジイソシアネート、シクロ
ヘキシレンジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート等の脂環族イソシアネート類
、２，４－トリレンジイソシアネート、４，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、
キシリレンジイソシアネート等の芳香族ジイソシアネート類、トリメチロールプロパン／
トリレンジイソシアネート３量体付加物、トリメチロールプロパン／ヘキサメチレンジイ
ソシアネート３量体付加物、ヘキサメチレンジイソシアネートのイソシアヌレート体等の
イソシアネート付加物等が挙げられる。
【００２３】
　エポキシ系化合物は、分子内に少なくとも２個のエポキシ基を有する化合物であり、例
えば、ビスフェノールＡ型のエポキシ樹脂、エチレングリコールジグリシジルエーテル、
グリセリンジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル、Ｎ
，Ｎ－ジグリアイジルアニリン等が挙げられる。
【００２４】
　アジリジン系化合物は、エチレンイミンとも呼ばれる１個の窒素原子と２個の炭素原子
からなる３員環の骨格を分子内に少なくとも２個有する化合物であり、例えば、ジフェニ
ルメタン－４，４’－ビス（１－アジリジンカルボキサミド）、トルエン－２，４－ビス
（１－アジリジンカルボキサミド）、トリエチレンメラミン、イソフタロイルビス－１－
（２－メチルアジリジン）、トリス－１－アジリジニルホスフィンオキサイド、ヘキサメ
チレン－１，６－ビス（１－アジリジンカルボキサミド）、トリメチロールプロパン－ト
リ－β－アジリジニルプロピオネート、テトラメチロールメタン－トリ－β－アジリジニ
ルプロピオネート等が挙げられる。
【００２５】
　金属キレート化合物としては、例えば、アルミニウム、鉄、銅、亜鉛、スズ、チタン、
ニッケル、アンチモン、マグネシウム、バナジウム、クロム及びジルコニウム等の多価金
属に、アセチルアセトンやアセト酢酸エチルが配位した化合物等が挙げられる。
【００２６】
　架橋剤の含有量は、アクリル系粘着剤１００質量部に対し、０．０１～１０質量部の割
合で含有させることが好ましく、０．１～５．０質量部の割合で含有させることがより好
ましい。０．０１質量部未満の場合、架橋剤による架橋が不十分となり、粘着剤組成物の
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凝集力が小さくなって、十分な耐熱性が得られない場合もある。１０質量部超の場合、ポ
リマーの凝集力が大きく、流動性が低下し、被着体への濡れが不十分となって、剥がれる
原因となる問題がある。
【００２７】
　本発明の粘着剤組成物には、アルキレンオキシド基含有化合物を含有させて用いてもよ
い。アルキレンオキシド基含有化合物を含有させることで、さらに帯電防止性に優れた粘
着剤組成物が得られる場合がある。
【００２８】
　該アルキレンオキシド基含有化合物とは、アルキレンオキシド基を有する化合物であり
、具体的には、アルキレンオキシド基を有する界面活性剤、アルキレンオキシド基含有ポ
リエーテル系ポリマーやアルキレングリコール基含有（メタ）アクリル系ポリマー等が挙
げられる。これらの中でも、アルキレンオキシド基を有する界面活性剤が、アクリル系ポ
リマーとの相溶性が良いため、好ましく用いられる。
【００２９】
　アルキレンオキシド基を有する界面活性剤としては、具体的には、ポリオキシアルキレ
ン脂肪酸エステル類、ポリオキシアルキレンソルビタン脂肪酸エステル類、ポリオキシア
ルキレンソルビトール脂肪酸エステル類、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル類、ポ
リオキシアルキレンアルキルアリルエーテル類、ポリオキシアルキレンアルキルフェニル
エーテル類、ポリオキシアルキレン誘導体、ポリオキシアルキレンアルキルアミン類、ポ
リオキシアルキレンアルキルアミン脂肪酸エステル類等の非イオン性界面活性剤、ポリオ
キシアルキレンアルキルエーテル硫酸エステル塩類、ポリオキシアルキレンアルキルエー
テルリン酸塩類、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル硫酸塩類、ポリオキシ
アルキレンアルキルフェニルエーテルリン酸塩類等のアニオン性界面活性剤、アルキレン
オキシド基を有するカチオン性界面活性剤や両イオン性界面活性剤が挙げられる。また、
分子中に（メタ）アクリロイル基、アリル基等の反応性置換基を有していても良い。
【００３０】
　アルキレンオキシド基含有化合物は単独でも、２種類以上を混合して用いてもよい。配
合量としては、アクリル系ポリマー１００質量部に対して、０．０１～１０質量部である
ことが好ましく、０．０５～５質量部であることがより好ましく挙げられる。０．０１質
量部未満の場合、ブリードが生じてしまう問題がある。
【００３１】
　また、本発明である粘着剤組成物にシラン系化合物を含有させて用いてもよい。シラン
化合物を含有させることで、フィルムやガラス等の基材との密着性を向上させることがで
きる。
【００３２】
　該シラン系化合物としては、例えば、ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシ
シラン、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３
－アミノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロ
ピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプ
ロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、２－（
３，４－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルメチ
ルジメトキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロイルオキ
シプロピルトリメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン、３－グリ
シドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、
３－グリシドキシプロピルジメトキシメチルシラン、３－グリシドキシプロピルエトキシ
ジメチルシラン等が挙げられる。これらを２種類以上併用して用いてもよい。
【００３３】
　粘着剤組成物中に、化合物（１）で表されるビス（フルオロスルホニル）イミド塩化合
物を０．０１～２０質量％含有していることが好ましく、０．１～１０質量％含有してい
ることがより好ましく、０．５～５．０質量％含有していることが特に好ましい。該範囲
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にすることで、特に優れた電気特性を有する粘着剤組成物を得ることができる。
【００３４】
　本発明の粘着剤組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、バインダー樹脂、酸化
防止剤、紫外線吸収剤、易滑剤等を併用することができる。
【００３５】
　また、基材に粘着剤層を形成した粘着シートを製造する場合、本発明の粘着剤組成物を
、そのまま用いて基材に塗布してもよいし、可溶性の有機溶媒に溶解させた後に、基材に
塗布してもよい。該粘着剤組成物を、樹脂フィルム、ガラス等の基材に塗布した後、必要
に応じて乾燥させることにより、これら基材表面に粘着剤層を形成した粘着シートを作製
することができる。粘着層の厚みは、３～１００μｍが好ましく、５～５０μｍがより好
ましい。
【００３６】
　基材としては、ポリエチレンテレフタレートフィルム、ポリカーボネートフィルム、ポ
リスチレンフィルム、アクリルフィルム、セルローストリアセテートフィルム、ポリエチ
レンフィルム、ポリプロピレンフィルム等が挙げられる。
【００３７】
　用いる有機溶媒としては、メタノール、エタノール、プロパノール、イソプロパノール
、ブタノール等のアルコール系溶剤：エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチ
レングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリオキシエチ
レンポリオキシプロピレン共重合体等のグリコール系溶剤：前記グリコール系溶剤のモノ
メチルエーテル、モノエチルエーテル、モノプロピルエーテル、モノイソプロピルエーテ
ル、モノブチルエーテル等のエーテルアルコール系溶剤：前記グリコール系溶剤のジメチ
ルエーテル、ジエチルエーテル、ジプロピルエーテル、ジイソプロピルエーテル、ジブチ
ルエーテル、メチルエチルエーテル、メチルプロピルエーテル、メチルイソプロピルエー
テル、メチルブチルエーテル、エチルプロピルエーテル、エチルイソプロピルエーテル、
エチルブチルエーテル等のポリエーテル系溶剤：メチルエチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、シクロヘキサノン等のケトン系溶剤：酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル等の
エステル系溶剤等：ヘキサン、ヘプタン、オクタン、シクロペンタン、シクロヘキサン、
トルエン、キシレン等の炭化水素系溶剤等が挙げられる。これらの中でも特に、トルエン
、メチルエチルケトン、酢酸エチル、酢酸ブチル、イソプロピルアルコールが好ましく挙
げられる。
【００３８】
　粘着剤組成物の基材への塗布方法としては、具体的に、ロールコート、グラビアコート
、リバースコート、ダイコート、コンマコート法等が挙げられる。
【００３９】
　粘着シートは、必要に応じて粘着面を保護する目的で、粘着剤層の表面にセパレーター
を貼り合わせることが可能である。セパレーターとして用いる基材としては、紙やプラス
チックフィルムがあるが、表面平滑性に優れる点からプラスチックフィルムが好適に用い
られる。
【００４０】
　該プラスチックフィルムとしては、例えば、ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフ
ィルム、ポリブテンフィルム、ポリブタジエンフィルム、ポリメチルペンテンフィルム、
ポリ塩化ビニルフィルム、ポリエチレンテレフタレートフィルム、ポリブチレンテレフタ
レートフィルム、ポリウレタンフィルム等が挙げられる。
【００４１】
　本発明の粘着剤組成物及びそれを用いて作製した粘着シートは、プラスチック製品等に
用いることができる。特に液晶ディスプレイ等に用いられる偏光板、波長板、光学補償フ
ィルム、光拡散シート、反射シート等の光学部材表面を保護する表面保護フィルムとして
用いることができる。
【実施例】
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【００４２】
　以下、本発明を、実施例によりさらに詳細に説明する。なお、本発明は実施例により、
なんら限定されない。なお実施例中、「部」は「質量部」を表す。
【００４３】
（実施例１）
　Ｎ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムクロライドと、ビス（フルオロスルホニル）
イミド酸を塩交換して、Ｎ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホ
ニル）イミドを作製した。
　得られたＮ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホニル）イミド
０．００２３部とアクリル系粘着剤（綜研化学社製、ＳＫダイン１８１１Ｌ、２３重量％
）９９．９９部とを混ぜ合わせ、粘着剤組成物を作製した。
【００４４】
（実施例２～８）
　表１に対応する含有量となるように、Ｎ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムビス（
フルオロスルホニル）イミドとアクリル系粘着剤の添加量を変えた以外は、実施例１と同
様にして、粘着剤組成物を作製した。
【００４５】
（比較例１～７）
　実施例３のＮ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホニル）イミ
ドの代わりに表１に対応する導電性付与剤を用いた以外は、実施例３と同様にして、粘着
剤組成物を作製した。
【００４６】
＜粘着シートの作製＞
　実施例１～８、比較例１～７より得られた粘着剤組成物を酢酸エチルで２０質量％に希
釈して粘着剤溶液を作製した。得られた粘着剤溶液を、ポリエチレンテレフタレートフィ
ルム（厚み３８μｍ）にバーコーターを用いて塗布し、１２０℃で３分間加熱して、厚さ
２０μｍの粘着層を有する粘着シートを作製した。
【００４７】
（剥離帯電圧の測定）
　幅５０ｍｍ、長さ１００ｍｍにカットした上記粘着シートを、アクリル基板に固定した
偏光板の表面にハンドローラーを用いて圧着した。温度２３℃湿度５０％で１日放置した
後、自動取り巻き機にて剥離角度１５０°、剥離速度１０ｍ／ｍｉｎで剥離し、このとき
に発生する偏光板表面の電位を静電電位測定機（春日電機社製ＫＳＤ－０１０３）にて測
定した。なお、剥離帯電圧は、－０．５ｋＶ以上であることが好ましく、０．０ｋＶであ
ることが特に好ましい。
【００４８】
（粘着力の測定）
　トリアセチルセルロースフィルム（厚み８０μm）を６０℃の１０％水酸化ナトリウム
水溶液に１分間浸漬した後、蒸留水で洗浄し、温度２３℃湿度５０％で１日放置して粘着
力測定用の被着体を作製した。
　粘着シートを幅２５ｍｍ、長さ１００ｍｍのサイズにカットし、０．２５ＭＰａの圧力
で評価用被着体に圧着して、評価サンプルを作製した。圧着してから３０分間放置した後
、万能引張試験機にて剥離速度３０ｍ／分、剥離角度１８０°で剥離したときの粘着力を
測定した。なお、粘着力は１．５Ｎ／２５ｍｍ以上であることが好ましく、１．８Ｎ／２
５ｍｍ以上であることが特に好ましい。
【００４９】
（透明度の評価）
　粘着剤シートを温度２３℃湿度５０％で７日間放置し、透明度を目視で評価した。無色
透明であったものは良好、白濁したものを不良とした。
【００５０】
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　剥離帯電圧、粘着力、透明度の評価結果を表１に示す。
【００５１】
【表１】

【００５２】
　表中の略語は以下の通りである。
　化合物（１）：Ｎ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホニル）
イミド
　化合物（Ａ）：Ｎ－ｎ－オクチル－３－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホニル
）イミド
　化合物（Ｂ）：Ｎ－ｎ－ブチル－４－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホニル）
イミド
　化合物（Ｃ）：Ｎ－ｎ－メチル－３－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホニル）
イミド
　化合物（Ｄ）：Ｎ－ｎ－メチルピリジニウムビス（フルオロスルホニル）イミド
　化合物（Ｅ）：１－エチル－３－メチルイミダゾリウムビス（フルオロスルホニル）イ
ミド
　化合物（Ｆ）：Ｎ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムビス（トリフルオロメタンス
ルホニル）イミド
　化合物（Ｇ）：Ｎ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジニウムトリフルオロメタンスルホン
酸
【００５３】
　表１より、比較例６、７よりも実施例１～８の方が剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れ
ているため、ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミド又はトリフルオロメタンスル
ホン酸をアニオンとした導電性付与剤を用いた粘着剤組成物よりも、ビス（フルオロスル
ホニル）イミドをアニオンとした導電性付与剤を用いた粘着剤組成物の方が優れているこ
とがわかる。
　また、比較例１～５よりも実施例１～８の方が、剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れて
いるため、導電性付与剤のカチオンとしてピリジニウム化合物カチオンが優れていること
がわかり、ピリジニウム化合物カチオンの中でも特にＮ－ｎ－ブチル－３－メチルピリジ
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ニウムカチオンが優れていることがわかる。
　実施例１～８の中でも特に導電性付与剤の含有量が０．５～５．０質量％である実施例
２～５が優れた剥離帯電圧と粘着力を兼ね備えていることがわかる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明の粘着剤組成物は、剥離帯電圧、粘着力、透明度に優れているので、液晶ディス
プレイ部材の保護フィルム等へ適用できる。
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